
Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー
定期預金の取得による支出  9000000000000
定期預金の払戻による収入 9000000000000
金銭の信託の取得による支出  100000000000
有形固定資産の取得による支出  757964170
無形固定資産の取得による支出  26612034754
その他の投資活動による支出  71960088
その他の投資活動による収入 2582880


投資活動によるキャッシュ・フロー  127439376132

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー
リース債務の償還による支出  8209186031


財務活動によるキャッシュ・フロー  8209186031

Ⅳ 資金の増加額 571424964145
Ⅴ 資金期首残高 5916859555254

Ⅵ 資金期末残高 6488284519399


利益の処分に関する書類
【健康保険勘定】 （単位：円）
Ⅰ 当期未処分利益 872468684584

当期純利益 872468684584
Ⅱ 利益処分額 872468684584

健康保険法第160条の３の準備金繰入額 872468684584
Ⅲ 次期繰越利益 
上記の利益処分を行った場合、純資産の部の健康保険法第160条の３の準備金残高は

6189695899772円となります。
なお、健康保険法第160条の３の準備金として積み立てなければならない金額は907257547930

円であります。
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【健康保険勘定】
注 記 事 項

Ⅰ 財務諸表作成の根拠法令
全国健康保険協会の財務及び会計に関する省令（平成20年９月26日厚生労働省令第144号）に定

める基準により作成しております。
Ⅱ 重要な会計方針
１．金銭の信託の評価基準及び評価方法
移動平均法による原価法によっております。

２．固定資産の減価償却の方法
 有形固定資産（リース資産を除く）
定額法によっております。なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。
建物 ８～18年
工具備品 ３～20年

 無形固定資産（リース資産を除く）
定額法によっております。なお、協会内利用のソフトウェアについては、協会内における利用
可能期間に基づいております。
 リース資産
所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によっております。

３．引当金の計上基準
 貸倒引当金
債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権
等特定の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。
 賞与引当金
職員に対して支給する賞与に備えるため、当事業年度に負担すべき支給見込額を計上しており
ます。
 役員賞与引当金
役員に対して支給する賞与に備えるため、当事業年度に負担すべき支給見込額を計上しており
ます。
 退職給付引当金
職員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務の見込額に基づき計上して
おります。
なお、健康保険法等の一部を改正する法律（平成18年６月21日法律第83号）附則第15条第３項
の規定により協会の職員として採用された社会保険庁の職員について、同法附則第16条第２項の
規定に基づき、国家公務員退職手当法（昭和28年８月８日法律第182号）第２条第１項に規定す
る職員（同条第２項の規定により職員とみなされる者を含む。）としての引き続いた在職期間を協
会の職員としての在職期間とみなすことにより計上される額に相当する額についても、併せて計
上しております。
 退職給付見込額の期間帰属方法
退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当事業年度末までの期間に帰属させる方法
については、給付算定式基準によっております。
 数理計算上の差異の費用処理方法
数理計算上の差異については、各事業年度の発生時における職員の平均残存勤務期間以内の
一定の年数（10年）による定額法により按分した額を、それぞれ発生の翌事業年度から費用処
理しております。

 役員退職手当引当金
役員に対して支給する退職手当に備えるため、当事業年度に負担すべき支給見込額を計上して
おります。

４．健康保険法第160条の３の準備金の計上基準
健康保険事業に要する費用の支出に備えるため、健康保険法施行令（大正15年６月30日勅令第

243号）第46条に定める基準により、計上しております。
５．キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲
キャッシュ・フロー計算書における資金（現金及び現金同等物）は、手許現金、随時引き出し可
能な預金及び容易に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅少なリスクしか負わない取得日
から３ヶ月以内に償還期日の到来する短期投資としております。
６．消費税等の会計処理
税込方式によっております。

Ⅲ 貸借対照表関係
有形固定資産の減価償却累計額 8476404100円

Ⅳ 損益計算書関係
該当事項は、ありません。

Ⅴ キャッシュ・フロー計算書関係
１．資金の期末残高と貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 6488284519399円
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資金期末残高 6488284519399円
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